
２月の行事予定

２日 (土 ) おゆうぎ会

４日 (月 ) １号振替休日（２･３号希望者）

１３日 (水 ) ２･３月誕生会

１９日 (火 ) 冬の一日遠足 ※弁当日

２１日（木） シオンの仲間大会

２７日（水） 参観日(たんぽぽ･あじさい)

２８日（木） 参観日(こすもす･すみれ)

今月の聖句 「神は、喜んで与える人を愛してくださるのです。」
Ⅱコリント9:7

新年のお慶びを申し上げます。あわせて、子育て中の皆様の上に神様の祝福とご加護
がありますようにお祈りいたします。
「一年の計は元旦にあり」とは昔からの言い伝えであり、今日なお、真理であると思います。

一年の計を建てるにあたり、重要なことは何を基準に立てるかです。冒頭のことばはその答えを
示していると思います。
人の世は「共生社会」、「共同社会」「協働社会」「共助社会」です。つまり、「分かちあい」

によって生かされています。それぞれの得意分野を提供することによってお互いに助け合ってい
ます。神は一人ひとりに特技を賜物として与えて下さり、これを他者のために与えることを望ん
でいます。人は長じてはその職の専門性を通して分かち合いをしています。聖書使徒言行録の
なかにも「与えるは受けるより幸い」とあります。
自分の職が他人のために役立つことに自信をもち、「喜んで与え合う」ことを年頭の計とし

たいものです。 前理事長 池田公栄

２０１８年度 年主題〈イエス様とともに生きる～愛の交わりの中で〉
0･1･2歳児12月主題 「じっくりと」 3･4･5歳児1月主題 「夢中になる」
月のねがい 月のねがい
◎保育者と一緒に神さまに祈る ◎神さまの守りを願い、共に祈りながら過ごす
◎好きな遊びを楽しむ ◎好きな遊びに深く関わり、心ゆくまで楽しみ、自分
◎まめに換気をし、外気に触れる機会をもつ なりに納得したりコツをつかんだりする
◎日々の生活の中で祈ろうとする ◎健康に過ごすために必要な身の回りの事を、自分から
◎伝承遊びにも親しみ、よく見てかかわって楽しむ 行うようになる
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２・３号認定児
新規入園申込受付期間

１／２８（月）～２／１（金）
定員に限りがあります。お早めに市
福祉事務所へお申込み下さい！
必要書類は園にもございます。

あけましておめでとうございます。お正月はゆっくりとお過
ごしでしたでしょうか？子どもたちからお休みの間のお話を聞
くのが楽しみです。
私は、園長から勧められた冊子をやっとゆっくり読むことが

できました。その内容は、スマホ子育てについてでした。
・ 移動で大人しくして欲しい時、家事で手が離せない時など、
よくないと思いつつもスマホを見せている実態が多くあるこ
と。
・ スマホなどのメディア漬けになることで、相手の気持ちに気
づくなどの脳の機能が壊れていくこと

・ スマホやタブレットを見たがったり、取り上げられ泣くことは
スマホに依存しているサインだということ。

どれも２歳の子を持つ母親としてドキッとする内容でした。自分
自身にも、気がつけばゲームもケータイもパソコンも身近にあ
って、スマホも日常的に触っていたからです。
このことを考えていたら、ある絵本を思い出しました。それは

かんたろうシリーズののぶみさんの絵本「ママのスマホになり
たい」です。この絵本は、シンガポールのある小学生が書いた
作文が元になっています。その少年が学校から「親のことにつ
いて作文を書いてきなさい」と言われて書いたのが、『スマホに
なりたい』というタイトルの作文だったそう。「ママがスマホば
かり見てるから、僕はスマホになりたい」と・・・。
子どもが「ねぇ見て！」「聞いて！」と言ってきた時に、スマホ

に夢中になっていたら・・・ .と考えると、胸が痛くなりました。そし
て、スマホよりも可愛い我が子と向き合う時間の大切さをじっく
り考えることができました。自分自身スマホを触る時間を減ら
そうと思っています！皆さんも是非この絵本をご覧になってみ
てください。スマホ子育てについて考えていただくきっかけに
なれば幸いです。
さぁ３学期が始まりました。進級、進学に向けて子どもたちが

ぐーんと伸びる時期です。できることもきっとたくさん増えるこ
とでしょう。その成長を保護者の方々、先生たち、お友だちみん
なで喜ぶことができたら嬉しいです。３学期もどうぞよろしくお
願い致します。 大河

愛着の形成 ～人としての基礎作り～
しさ、相手の求めていること・感じていることを知ること

私たちの住まいは愛着あるものでいっぱいです。肌触りの の大切さを学び、情緒的な関わりが持てるように成長します。
良いタオル、着心地の良い衣類、大切な人からの贈物、人目 更に、愛着関係が築かれると「どんな自分でも受け入れても
惚れして買った○○など、愛着あるものに触れるだけで心満 らえる」「何か辛いことや失敗したことがあっても、そこに帰れ
たされる思いがします。この「愛着」は私たちが本能的に生 ば励まし慰めてもらえる」という絶対的な安心感を持つことが
まれ持っている“愛”に関する力です。生まれたばかりの赤 できます。どんな自分でも受け入れてもらえると感じられると
ちゃんは養育者との愛着関係を築こうと一生懸命です。可愛 どんな自分でも素直に表現することができるようになります。
い笑顔や指を握り返すなどの愛おしい反応で大人の愛情を受 また新たな挑戦をする際に感じた不安や恐怖、心理的・身体的
けるべく働きかけています。養育してくれる大人との間に結 な苦痛を愛着対象の基に戻って癒すことができるので好奇心に
ぶ愛情の絆を深めようと、情緒的な結びつきを深め、心と身 対する積極性やストレスへの耐性などが身についていきます。
体の安心と安全を確保し、本能的な生きる知恵を習得します。 こうして自分に自信を持って行動したり、人を信じて行動した
「愛着」は生まれて最初の人間としての学びであると同時に、 り、相手の価値観や考え方を理解し共感したり、自分を律する
乳幼児期の愛着関係がその人の基礎となる土台になります。 力がついたりして、自己肯定感が高まり社会の中で上手に自己
その為しっかりとした愛着を形成することが今後の子どもの 表現する力を培っていくのです。
人生のためにも重要で大切なことなのです。子どもは甘えな 乳幼児期の愛着の形成に難しい行動はありません。スキンシッ
ど生まれ持った愛着行動をたくさん発信します。それに対し プをたくさんし、応答的な対応と共感的な対応をしていきまし
て養育者から愛情のこもった関わりをたくさんしてもらうこ ょう。例えば授乳やオムツ変えの時にスキンシップをしながら
とで「安心・安全」を確認し愛着関係を築いていきます。 たくさん話しかけたり、子供の欲求を敏感に感じ取って対応し
愛着対象の人との嬉しく楽しい関わりを通して基本的な信 たり、喃語や言葉が出るようになったら同じように真似て会話

頼感「他者への信頼感」と「自己への信頼感」が身につきま したり、子どもがしていることや養育者がしていることを実況
す。これは人を信じる力、人を愛する力、自分のことを信じ 中継のように語って聞かせるなど「温かい言葉のシャワー」を
て挑戦する力の礎となり社会性豊かに成長するための力とな たくさん浴びせます。
ります。また愛着対象の相手と「自分の欲求を伝える」「相手 この時のコツは“歌うように話しかける”です
の欲求を受け入れる」というやりとりを重ねる中で自分が求 人生で最も大切で最も幸福感を与えてくれる「愛着」。
めていること・感じていることを表現することの楽しさと難 親も子も、幸せになれる大切な絆です。 木口屋

１月の行事予定

８日（火） ３学期始園式(1号:午前保育)
９日（水） １月生まれ誕生会

弁当日，役員会(PM))
２３日（水） おゆうぎ会予行 ※お弁当

退職のお知らせ

職員の川崎如洋が１月末日をもって

退職致します。皆様には大変お世話に

なりました。今までのご交誼に心より

感謝申し上げます。


